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～ 技術革新に思うこと ～ 

 

松田 桜子（副院長 医師） 

 

琵琶湖病院の聴覚障害者外来が 20 周年を迎えたということです。20 年とはやはり一時代であると感じ

ます。私が琵琶湖病院にきてから 16 年が経ちました。私もかなり勤めたものだなあと思いますが、この

20 年間は変化がやはり大きいものでした。私が 20 代の頃、パソコンが始まった頃で、仕事の現場にはワ

ークステーションなるものが入り、「コンピューター」がいろいろなところに入り始めた頃でした。原

理はあの頃と変わってはいないのでしょうが、処理速度、データ容量が進化し、インターフェースに工

夫がなされ、便利な機能、複雑な機能がどんどん出てきて、20 年前と比べて生活の便利さは格段に向上

したのだと思います。昔々、点訳サークルに入っていたことがあります。視覚障害の方のために書籍を

点訳するのです。厚紙に点をうっていく、文字通りの手作業でした。一人の視覚障害の大学生の教科書

や参考文献を点訳するのに、膨大な人手と時間が必要でした。今、あの点訳はどうなっているのでしょ

うか。障害がある人に便利、ということは一般の方にも便利ということであって、最近の IT 技術でかな

り革新的な手段が開発されてきたのではないかなと思います。聴覚障害の方のための情報環境はどうな

のでしょうか。IT 技術で、生活の不自由さは減少していますか？たくさんの人の手間がかからずに生活

の欲求が満たされることが可能になってきているならば、とてもいいことであると思います。ただ、人

間って複雑で、たとえ便利で、誰の手も直接に煩わすことなく、一人、部屋にこもって生きていくこと

が可能であったとしても、それが全く幸せなことではなさそうなのです。点訳サークルのときも、私は

あまり貢献できなかったのですけれど、資格をめざして頑張っている視覚障害者のために、多くの学生

が集い、集団で調整しあいながら協力し、目標が達成できたときには皆で慶びを共有していました。そ

ういう、「人のつながり」がとても大事であるのだと思います。IT 技術にはどんどん進化していっても

らいたい。面倒なことがどんどんなくなるようになってほしい。一面、人と人とのつながりについては、

意識をもってつくっていかないといけない時代になってきているのだな、と、この 20 年ほどを振り返っ

た感想です。 

 

 

  

本年 4 月より聴覚障害者外来は開設後 21 年目に入っていますが、5 月 17 日夜に当院の福利厚生 

施設である浄心園で、20 周年記念パーティーが催されました。 

諸般の事情により内輪だけの企画となりましたが、当日は今までに当外来を取材したマスコミの 

記事や写真、書籍なども用意して、20 年間の思い出話に花を咲かせました。 

また、従来ご協力や連携をいただいた関係機関と皆様方には、改めて深謝の意を表したいと思い 

ます。 

今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。 

最近のトピックス 

 



 

 

 

◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇  手話との出会い  ◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇ 

 

本多 愛理（事務所） 

 

琵琶湖病院に聴覚障害者（聴障）外来というものがあることを知ったのは、就職してからのことでした。聴

障患者さんのための外来があるといっても私が関わることはほとんどないだろうな･･･働き始めた頃の私はそ

んなふうに思っていましたが、それは大間違いでした。まず藤田医師、そして外来受診される患者さんなど、

聴覚に障害を持つ方々と接する機会は山ほどあったからです。 

 外来には、毎日数名ずつですが聴障患者さんが受診に来られます。私は手話は使えないので、窓口で聴障患

者さんの対応をするとき、何か聞かれたり言われたりしたらどうしよう･･･と内心ヒヤヒヤしていました。し

かし実際対応してみると、聴覚障害といっても全く聞こえない方ばかりではなく、聞こえづらいという方だっ

たり、唇の動きを読んで理解してくださる方もおられ、少し安心しました。全く聞こえない方であったとして

も、身振り手振り、筆談で何とかやり取りをしています。それでも簡単な言葉さえ伝えられないときや、手話

を使って話されている方を見たりすると、やっぱり手話が使えれば便利だなぁと度々思います。 

私もとりあえず何か覚えようと思い、まず「おはようございます」の手話を覚えました。自分の手話で伝わ

るのだろうか？と、初めて使うときはとても緊張しましたが、挨拶をして返事が返ってきた（手話が伝わった）

ことがとても嬉しかったのを覚えています。 

それからも、手話を上手に使われている方を見ては自分も･･･と思うのですが、忙しさにかまけて手話の勉

強は後回しになっていました。そんな私でしたが、最近ようやく指文字を覚えました。これで単語程度なら表

現できる！と意気込んでいますが、指文字を使うよりも筆談のほうが早いので、残念ながら指文字の出番はま

だありません。 

覚え始めると楽しくなってくるもので、最近は手話の番組なども見たりしています。まだまだ会話が成り立

つような手話には程遠いですが、少しでも使える手話が増えればと思っています。 

 

・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・ 

 

 

   

  ＜ 梅雨 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔 編集後記 〕 

雨の少ない日々が続いています。しか

し梅雨です。突然の大雨にご注意を。 

 親指と人差し指と中

指をすぼめた右手

を、唇の端とこめか

みにあてる 

軽く指先を広げた

両手のひらを下に

向け繰り返しおろ

す 


